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（難易度 B） 

右の図のように，1 辺の長さが  の立方体があり，辺 CG の中点を

M とするとき，次の問いに答えよ。 

（1）線分 AF，AM の長さをそれぞれ求めよ。 

（2）△AFM の面積を求めよ。 

（3）点 B から△AFM に下ろした垂線の長さを求めよ。（日本大第二高） 

 

 

 

 

（1）線分 AF の長さは，△ABF が 1：1：  の直角三角形となることより， 

   

一方，線分 AMの長さは，「塾技 76（2）」より，3 辺の長さがそれぞれ      の直方体の

対角線の長さと考えることができるので， 

   

（2）                    となるので，△AFM の 3 辺の長さは全てわかる。 

「塾技 73」の手順に従って高さを求めて面積を求める。 

右の図のように，A から FMに垂線 AIを下ろし， 

AI = h，FI = x，IM =    とおく。△AFIに三平方の定理を用いて， 

   

同様に，△AMIに三平方の定理を用いて， 

   

① = ②より， 

    

   

    

   

       

①に代入して，   

よって，   

（3）求める垂線の長さを yとする。三角錐 ABFM の体積を，底面を△AFM，高さを yと考えた三角

錐 B‑AFM と，底面を△ABF，高さを  と考えた三角錐 M‑ABF の 2 通りで表し(塾技 77 参照)， 
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塾技 76 空間内の線分の長さ 

 問題 

解 

AF AB 2 2 3 2 2 6    

答 

答 

2 3 2 3 3， ，

2 2 2AM (2 3) (2 3) ( 3) 12 12 3 27 3 3        AF 2 6 AM 3 3 ，

2 2 2 2FM FG MG (2 3) ( 3) 15    

2 2 2(2 6 )h x  　…①

2 2 2(3 3) ( 15 )h x   　　…②

2 2 2 2

2 2

2 2

(2 6 ) (3 3 ) ( 15 )

24 27 (15 2 15 )

24 27 15 2 15

2 15 12

6 15 2 156
15 515

x x

x x x

x x x

x

x

   

    

    

  

  

2

2 2 2 15 6 1560 540(2 6 ) 24
5 25 25 5

h h
 

      
 

より，

6 15 1AFM 15
5 2

9   △

                        
三角錐 B‑AFM 三角錐 M‑ABF 

2 3

2

答 

15 x

A

B
C

D

F G

E H
M

2 3


